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気楽亭キラ子さんの 

楽しい腹話術 

   
                         

、 

       

    

令
和
元
年
11
月
19
日
、

秋
晴
の
日
に
「
Ｖ
Ｇ
槻
輪
創

設
15
周
年
記
念
行
事
」
を
開

催
出
来
ま
し
た
。 

午
前
中
は
、「
ク
ロ
ス
パ

ル
高
槻
」
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
作
品
発
表
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
多
く
の
方
に
見
に
来

て
頂
き
、
頑
張
り
ま
し
た
。 

十
二
時
か
ら
、
同
じ
く
駅

前
の
「
つ
き
の
井
」
で
高
槻

市
長
を
は
じ
め
、
来
賓
・
パ

ソ
コ
ン
教
室
OG
及
び
VG
槻

輪
OB
を
迎
え
記
念
パ
ー
テ
ィ

ー
を
開
催
し
ま
し
た
。 

MC
は
、
会
員
の
明
見
さ
ん

辻
丸･

上
村･

平
田･

神
田
さ

ん
達
が
そ
れ
ぞ
れ
司
会
な
ど

分
担
を
決
め
進
め
ま
し
た
。 

         

ま
ず
、
高
槻
市
長
濱
田
剛

史
さ
ん
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
重
要
性
と
行
政
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
連
携
・
協

力
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。 

次
に
、
高
槻
市
市
民
公
益

活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

前
セ
ン
タ
ー
長 

長
谷
川
隆

さ
ん
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

彼
は
趣
味
も
多
く
「
火
串
俳

句
会
」
の
主
宰 

長
谷
川
結
隆

さ
ん
で
す
。 

長
谷
川
結
隆
先
生
の
音
頭
で

乾
杯
し
ま
し
た
。 

        

楽
し
い
昼
食
後
、
午
前
中
の

の
報
告
を
し
ま
し
た
。 

パ
ソ
コ
ン
作
品
発
表
会 

(1)
ポ
ス
タ
ー
の
紹
介 

PC
ス
プ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

の
方
に
、
ポ
ス
タ
ー
の
題

材
を
「
VG
槻
輪
創
設
15

周
年
記
念
」
で
各
人
の
自

由
な
考
え
で
作
っ
て
頂
き 

今
年
の
フ
ェ
ス
タ
や
こ
の
会

場
に
展
示
し
ま
し
た
。 

     

(2)
カ
レ
ン
ダ
ー
・ 

家
族
新
聞
の
紹
介 

自
分
の
家
族
の
情
報
が

入
っ
た
新
年
度
の
カ
レ
ン

ダ
ー
を
各
人
が
作
っ
て
、

第
15
回
フ
ェ
ス
タ
に
展
示

し
て
く
れ
ま
し
た
。 

家
族
新
聞
は
自
分
の
孫

や
親
族
の
成
長
記
録
を
書

い
た
家
族
新
聞
で
、
私
達

(

お
じ
い
ち
ゃ
ん･

お
ば
あ

ち
ゃ
ん
）
で
し
か
出
来
な

い
作
品
で
す
。 

(3)
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
作
品 

 

午
前
中
に
発
表
さ
れ
た

作
品
を
全
部
紹
介
し
た
い

の
で
す
が
、
時
間
の
関
係

で
2
編
に
絞
っ
て
頂
き
ま

し
た
。 

○
中
川
友
子
：
高
槻
の
古

墳
と
遺
跡
の
紹
介 

こ
の
作
品
を
見
る
と
高

槻
市
に
あ
る
遺
跡
は
手
に

取
る
よ
う
に
よ
く
分
か
る

作
品
で
す
。 

○
辻
丸
洋
子
：
あ
れ
か
ら

４
０
年 

こ
の
作
品
は
皆
さ
ん
に

楽
し
ん
で
頂
け
た
ら
と
い

う
思
い
と
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
の
機
能
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
わ
れ
た
素
人
離
れ
し
た

作
品
で
す
。 

余
興 

余
興
の
１
：
オ
カ
リ
ナ
演
奏 

演
奏
者
の
勝
間
寛
治
さ
ん

は
、
PC
ス
プ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

で
パ
ソ
コ
ン
の
機
能
を
種
々

学
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
社
会
福
祉
演
芸
活
動

を
行
っ
て
い
る
「
お
も
ち
ゃ

箱
」
の
副
会
長
と
し
て
活
動

も
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

日
頃
は
、
男
２
名
、
女
２

名
か
ら
な
る
「
コ
ロ
ボ
ッ
ク

ル
」
と
い
う
サ
ー
ク
ル
で
オ

カ
リ
ナ
演
奏
を
し
て
皆
様
を

楽
し
ま
せ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。 

        

一
人
で
オ
カ
リ
ナ
演
奏
す
る

時
は
「
笛
吹
老
児
」
（
人
は

歳
を
と
る
と
子
供
に
帰
る
と

言
わ
れ
る
。
又
、
幼
い
頃
の

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
笛
吹
童
子
か

ら
）
と
名
乗
っ
て
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。 

演
奏
曲
は 

(1)
紅
葉 

(2)
高
原
列
車
は
行
く 

(3)
里
の
秋 

前
も
っ
て
歌
詞
台
帳
を
皆

さ
ん
に
配
布
し
て
頂
い
た
の

で
皆
で
口
ず
さ
み
楽
し
み
ま 

し
た
。 

余
興
の
２
：
腹
話
術 

駒
井
博
子
さ
ん
は
、
清
水

コ
ミ
セ
ン
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

６
期
の
受
講
生
で
す
。
こ
の

時
期
は
、
受
講
者
が
多
く
週

２
回
で
も
先
着
順
で
待
っ
て

頂
い
た
時
期
で
し
た
。 

今
は
、
腹
話
術
「
気
楽

亭
キ
ラ
子
」
さ
ん
の
芸
名

で
、
北
摂
を
中
心
に
活
動

す
る
腹
話
術
グ
ル
ー
プ

「
気
楽
の
会
」
に
所
属
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

高
槻
市
内
で
の
活
動
は
、

ＶＧ
槻
輪
の
豊
岡
さ
ん
と
二

人
で
「
キ
キ
＆
キ
ラ
」
と

い
う
名
前
で
手
品
と
腹
話

術
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
老
人

ホ
ー
ム
、
公
民
館
、
老
人

会
、
学
童
保
育
室
等
か
ら

声
が
か
か
れ
ば
出
か
け
て

行
っ
て
演
じ
て
い
ま
す
。 

昨
年
一
年
間
は
「
ゆ
う
君

の
宇
宙
旅
行
の
夢
」
と
い

う
演
目
で
高
齢
者
の
方
々

に
笑
っ
て
頂
き
ま
し
た
。 

        

今
年
は
女
の
子
に
変
身
し

て
「
ゆ
う
か
ち
ゃ
ん
」
が

踊
り
ま
す
。 

演
目
は
「
ゆ
う
か
ち
ゃ
ん

の
心
配
事
」 

11
月
の
腹
話
術
グ
ル
ー
プ

の
発
表
会
の
為
に
書
き
上

げ
た
新
作
で
す
。 

次
に
各
人
の
作
品
発
表
は
次

の
ペ
ー
ジ
で
報
告
し
ま
す
。 
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Ｖ
Ｇ
槻
輪
創
設
15
周
年

記
念
行
事
の
報
告 

振
り
返
る 

 

長谷川先生の音頭で 

乾杯 ！！ 

勝間さんの 

きれいな音色  

オカリナ演奏 

２０１９年１２月度行事予定 

京の四季がすべて東山のなかに：東山区 

東福寺拝観 
月 日： 2019年12月5 日（木） 

集 合： JR東福寺駅改札出口  集合:10:00 

内 容： 慧日山 東福禅寺 拝観・紅葉鑑賞 

その他：1) 雨天決行 

2) 詳細は別途配布資料をご参照下さい 

 

２０２０年１月度行事予定 

鴨神社の耕田（宮田）として開発されたまち：宮田町 

大阪紙器工業（株）工場見学 
月 日： 2020年1月23 日（木） 

集 合： JR摂津富田駅改札出口  集合：9:45 

内 容： 大坂紙器工業（株）工場見学 

その他：1) 雨天決行 

2) 詳細は別途配布資料をご参照下さい 

 

作品例：岩下さんの作品 

浜田市長より 

お言葉を頂く 


